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技　術　編�

REVO推進機�
Uモール工法�
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1.Ｕモール工法�

１－１．特徴�

１－２．Ｕモール900推進機の仕様�

aＵモール900は、塩ビ管推進と鋼管削進の両機能を装備しています。�
�
sＵモール900、開削溝（W＝900）よりφ600の鋼管削進が可能です。また、Ｕモール900は、省ス�
　ペースのレボ立坑（φ1500、φ2000）よりφ500の塩ビ管推進が可能です。�
�
d塩ビ管推進において、従来にない仮管併用圧入２工程（管置換方式）を採用した新発想の推進�
　工法であるため、お客様に傷ひとつない製品を提供できます。さらにこの工法での人孔到達も�
　可能です。�
�
fＵモール900は、φ500の塩ビ立坑を築造することが可能です。�

方　　式�

工　　程�

工　　法�

適用管種�

低耐荷力方式 �

鋼製さや管方式�

仮管併用圧入２工程�
（管置換方式）�

水平ボーリング１工程�

硬質塩ビ管推進工法　 �

鋼管削進工法�

硬質塩ビ管　φ150～φ500 �

鋼　　　管　φ250～φ600

発進立坑�
塩ビ管推進　φ1500以上 �

鋼管削進  開削溝（W＝900）以上�

到達立坑�
塩ビ管推進　φ900以上 �

鋼管削進  φ500以上�

機　　種� Ｕモール９００�
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２．硬質塩ビ管推進工法�

立坑工�

機械据付工�

坑口工�

鏡切工�

誘導管推進工�

仮管推進工・誘導管回収工�

スクリュー引抜工�

埋設管推進工・仮管回収工�

２－１．標準施工手順（硬質塩ビ管推進工法）�

機械撤去工�

※太線内の工種については積算編に考慮しています。�

先導体・誘導管の据付、推進機械の運転・記録・方向修正、油圧ホー�
ス類の接合等一連の作業�

仮管の据付、推進機械の運転、管渠にかかる荷重の確認、スクリュー・
油圧ホース類の接合、誘導管の回収、カッターによる地山の切削坑外
ずり出し等の一連の作業�

仮管推進完了後に、スクリューコンベヤ類を発進立坑内へ撤去する作業�

埋設管の据付、推進機械の運転、管渠にかかる荷重の確認、油圧ホー
ス類の接合、仮管の回収等の一連の作業�

発進および到達立坑の鏡切り作業�

立坑内への流入防止用の止水器を発進および到達立坑に取り付ける作業�

Ｕモール推進機、油圧ユニット等の据付作業�

ケーシング等による立坑築造工（レボ、レボⅡ技術・積算資料参照）�

Ｕモール推進機、油圧ユニット等の撤去作業�

3



　基本的には、１スパン50ｍを標準とし、土質に応じては最長は60ｍ～70ｍとします。標準的な
適応土質と最大推進距離は下表を参考にして下さい。下表以外の場合で判断しにくい場合は、協
会へご相談下さい。�

土　　質�

有機質土�

シルト・粘土�

砂質シルト・粘土�

砂質シルト・粘土�

ローム・粘土�

砂質・ローム・粘土�

砂質・ローム・粘土�

ルーズな砂�

締まった砂�

砂礫�

滞水砂層�

Ｎ　　値�

　０～２�

　０～５�

　０～５�

　５～１０�

　１０～２０�

　１５～２５�

　２０以上�

　１０～２０�

　２０～３０�

　１０～２０�

　０～１０�

含水比（％）�

１５０以上�

１００～１５０�

８０以上�

５０以上�

５０以上�

５０以上�

２０以上�

２０以下�

�

�

１５０以上�

推進距離（ｍ）�

３０～４０�

３０～４０�

３０～４０�

４０～５０�

４０～５０�

４０～５０�

４０～５０�

３０～４０�

２５～３５�

２５～３５�

２５～３５�

※原則として条件に適合しない土質�

※なお、透水係数及び崩壊性の高い滞水砂礫層に関しては、補助工法が必要になる場合が有り、
　別途ご相談下さい。�

土丹・泥岩�

締まった砂・砂礫�

緩い砂礫�

玉石混じり砂礫�

滞水砂層・砂礫層�

水頭差�

玉石層�

転石層�

�

N値　40以上�

N値　30以上�

礫混入率　20～30％以上�

礫径　埋設管内径1/3以上�

透水係数10-2/sec以上�

3m～4m以上�

�

�

２－２．積算条件�

２－２－１．適応土質と最大推進距離（硬質塩ビ管推進工法）�
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２－２－２．日進量（硬質塩ビ管推進工法）�

２－２－２－１．誘導管日進量�

�

土質�

日進量 

０≦Ｎ≦20

20.0 

20＜Ｎ≦40

15.0

２－２－２－２．仮管日進量�

呼び径�

日進量 

φ150

13.0

φ200

12.0

φ250

11.0

φ300

10.0

呼び径�

日進量 

φ350

9.0

φ400

8.0

φ450

7.0

φ500

6.0

２－３．推進工　編成人員（硬質塩ビ管推進工法）�

２－３－１．誘導管推進工�

世　話　役� 特殊作業員� 普通作業員� 計�

１� １� ２� ４�

２－３－２．仮管推進工�

世　話　役� 特殊作業員� 普通作業員� 計�

１� １� ２� ４�

２－３－３．埋設管推進工（管置換工）�

世　話　役� 特殊作業員� 普通作業員� 計�

１� １� ２� ４�

単位：ｍ／日�

単位：ｍ／日�

�
２－２－２－３．埋設管（管置換工）日進量�

呼び径�

日進量 

φ150

22.0

φ200

20.0

φ250

18.0

φ300

16.0

呼び径�

日進量 

φ350

14.0

φ400

12.0

φ450

10.0

φ500

8.0

単位：ｍ／日�

単位：人�

単位：人�

単位：人�
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２－４．工程（硬質塩ビ管推進工法）�

第 １ ス パ ン �

第 ２ ス パ ン 以 降 �

推進準備～推進機据付� １日�

�

�

誘導管推進工�

仮管推進工�

スクリュー引抜工�

埋設管推進工（管置換工）�

推進距離　÷　日進量�

移設推進準備～推進機据付�
（同一立坑内方向転換工の場合）�
�

１日�
（０.５日）�

�

１日�
（０.５日）�

�

１日�
（０.５日）�

�

推進機撤去～片付け�
（次スパンが同一立坑内方向転換工の場合）�
�

推進機撤去～片付け�
（次スパンが同一立坑内方向転換工の場合）�
�

誘導管推進工�

仮管推進工�

スクリュー引抜工�

埋設管推進工（管置換工）�

�

推進距離　÷　日進量�

6



３．鋼管削進工法�

立坑工�

機械据付工�

坑口工�

鏡切工�

鋼管削進工�

機械撤去工�

中詰注入設備工�

塩ビ管挿入工�

３－１．標準施工手順（鋼管削進工法）�

中詰注入工�

※太線内の工種については積算編に考慮しています。�

鋼管の据付、推進機械の運転、管渠にかかる荷重の確認、油圧ホース
の接合、刃口による地山や障害物の切削坑外ずり出し等の一連の作業�

Ｕモール推進機、油圧ユニット等の撤去作業 

中詰注入設備の据付作業  

さや管内への埋設管布設等の一連の作業�

発進および到達立坑の鏡切り作業 

立坑内への流入防止用の止水器を発進および到達立坑に取り付ける作業�

Ｕモール推進機、油圧ユニット等の据付作業�

ケーシング等による立坑築造工（レボ、レボⅡ技術・積算資料参照）�

さや管と埋設管の空隙をセメント等により充填する一連の作業�

中詰注入設備撤去工�中詰注入設備の撤去作業  
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　基本的には、１スパン10ｍを標準とし、最長は20ｍとします。標準的な適応土質と最大推進距離は
下表を参考にして下さい。下表以外の場合で判断しにくい場合は、当協会事務局へご相談下さい。�

Ｎ＜30の普通土：粘性土、砂質土�
Ｎ≧30の固結土：粘性土、砂質土�
礫　混　入　土：最大礫径70a未満、混入率30％未満（混入率30％以上の場合は岩盤評価とします。）�
礫・玉石混入土：最大礫径70a以上150a未満、混入率30％未満（最大礫径150a以上又は混入率30％�
　　　　　　　　以上の場合は岩盤評価とします。）�
岩　　　　　盤：一軸圧縮強度80MN／g（800㎏／f）未満�

鋼管呼び径�

φ２５０�

�

φ３００�

�

φ３５０�

�

φ４００�

�

φ４５０�

�

φ５００�

�

φ５５０�

�

φ６００�

Ｎ＜３０  普通土�

７�

�

１０�

�

１０�

�

１０�

�

１０�

�

１０�

�

１０�

�

１０�

Ｎ≧３０  固結土�

１５�

�

１５�

�

１５�

�

１５�

�

１５�

�

１５�

�

１５�

�

１５�

礫混入土�

９�

�

９�

�

９�

�

１３�

�

１３�

�

１４�

�

１４�

�

１４�

礫・玉石混入土�

７�

�

７�

�

７�

�

９�

�

９�

�

１０�

�

１０�

�

１０�

岩盤�

４�

�

６�

�

６�

�

７�

�

７�

�

８�

�

８�

�

８�
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３－２－１．適応土質と最大推進距離（鋼管削進工法）�

単位：m



鋼管呼び径�

φ２５０�

�

φ３００�

�

φ３５０�

�

φ４００�

�

φ４５０�

�

φ５００�

�

φ５５０�

�

φ６００�

Ｎ＜３０  普通土�

３.０�

�

２.９�

�

２.８�

�

２.６�

�

２.５�

�

２.３�

�

２.１�

�

１.９�

Ｎ≧３０  固結土�

２.７�

�

２.６�

�

２.５�

�

２.３�

�

２.２�

�

２.０�

�

１.９�

�

１.８�

礫混入土�

２.６�

�

２.５�

�

２.３�

�

２.１�

�

１.９�

�

１.８�

�

１.６�

�

１.５�

礫・玉石混入土�

１.３�

�

１.２�

�

１.１�

�

１.０�

�

０.９�

�

０.８�

�

０.７�

�

０.７�

岩盤�

０.７�

�

０.７�

�

０.７�

�

０.６�

�

０.６�

�

０.６�

�

０.５�

�

０.５�

単位：m／日�

Ｎ＜30の普通土：粘性土、砂質土�
Ｎ≧30の固結土：粘性土、砂質土�
礫　混　入　土：最大礫径70a未満、混入率30％未満（混入率30％以上の場合は岩盤評価とします。）�
礫・玉石混入土：最大礫径70a以上150a未満、混入率30％未満（最大礫径150a以上又は混入率30％�
　　　　　　　　以上の場合は岩盤評価とします。）�
岩　　　　　盤：一軸圧縮強度80MN／g（800㎏／f）未満�
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３－２－２．日進量（鋼管削進工法）�

３－２－２－１．地盤と鋼管径における標準日進量�



土質が互層の場合、障害物を切断する場合は下式により日進量を補正して下さい。�
�
　　Ｌ：削進延長�
　　Ａ、Ｂ、Ｃ：土質の割合�
　　ａ、ｂ、ｃ：上記土質における日進量�
�
　　　日進量＝�

３－２－２－２．互層地盤における日進量の計算�

　削進区間に障害物が存在する場合は、その障害物を切断するために要する日進量の補正を行っ
て下さい。障害物の切断は岩盤土質の日進量を採用し、下記の要領に従って日進量の補正を行っ
て下さい。下表以外の場合は、当協会事務局へご相談下さい。�
�
　a 鋼管削進により、障害物を切断する場合は、下記表に従い日進量を補正して下さい。�
�
　障害物項目　①松杭・ＰＣ杭φ100未満、ライナープレート、軽量鋼矢板�
　　　　　　　②松杭・ＰＣ杭φ100以上φ200未満�
　　　　　　　③松杭・ＰＣ杭φ200以上φ300未満、鋼矢板、Ｈ鋼�

３－２－２－３．障害物による日進量の補正�

（Ａ×　　）＋（Ｂ×　　）＋（Ｃ×　　）�a
L

b
L

c
L

Ｌ�

①�

項目�
１箇所�

箇所�

０.０５ 

２箇所�

０.１０ 

３箇所�

０.１５�

②�

③ 

０.１０�

０.１５ 

０.１５�

０.２０�

０.２０�

０.２５�
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削進条件　　削進距離：Ｌ＝10ｍ�
　　　　　　鋼　管　径：φ300㎜�
　　　　　　地　　　盤：普通土　　　　　　推進区間の70％�
　　　　　　　　　　　　礫混入土　　　　　推進区間の30％�
　　　　　　障　害　物：松杭φ100㎜　　　 １箇所�
　　　　　　　　　　コンクリート切断：鉄筋コンクリート　300㎜�

s 鋼管削進により、コンクリートを切断する場合は、下記表に従い日進量を補正して下さい。�

（0.4×　　）＋（0.3×　　）＋（0.1×　　）＋（0.2×　　）�2.9
10

2.5
10

0.7
10

0.7
10

10

無筋コンクリート�

３００mm未満�

０.１０�

４００mm未満�

０.１５ 

５００mm未満�

０.２０�

鉄筋コンクリート� ０.１５� ０.２０� ０.２５�

厚さ�
種類�

　まず、削進距離における普通土質の日進量に等しい割合を計算します。障害物の松杭φ100㎜が
１箇所あることより、削進区間の10％が岩盤土質の日進量に等しいと判断でき、鉄筋コンクリー
トを300㎜切断することより、削進区間の20％が岩盤土質の日進量に等しいと判断できます。次
に削進区間における礫混入土層は30％あることより、削進区間の30％が礫混入土質の日進量に等
しいと判断できます。以上より削進距離における普通土質の日進量に等しい割合は40％であると
判断できます。これらの条件を互層地盤における日進量の計算に代入すると、�

日進量＝�
�
�
　　　＝１.４５６６・・・�
　　　≒１.４６�
�
従って日進量は1.46（ｍ／日）と計算できます。�

 【日進量の計算例】�
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３－３．削進工　編成人員（鋼管削進工法）�

世　話　役�

１�

特殊作業員�

２�

普通作業員�

１�

溶　接　工�

１�

計 

５�

３－４．工程（鋼管削進工法）�

第 １ ス パ ン �

第 ２ ス パ ン 以 降 �

推進準備～推進機据付�

�

鋼管削進工�

塩ビ管挿入工�

１日�

鋼管削進工�

塩ビ管挿入工�
推進距離　÷　日進量�

推進距離　÷　日進量�

移設推進準備～推進機据付�
（同一立坑内方向転換工の場合）�
�

推進機撤去～片付け�
（次スパンが同一立坑内方向転換工の場合）�
�

１日�
（０.５日）�

１日�
（０.５日）�

１日�
（０.５日）�

単位：人�

推進機撤去～片付け�
（次スパンが同一立坑内方向転換工の場合）�
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　さや管内に挿入される塩ビ管は、一般的にＶＵ直管の４ｍものを切断し、塩ビ管継ぎ手により接続
を行います。従って、発進立坑径により挿入する塩ビ管長さが決定されます。立坑径と塩ビ管長さの
関係を下表にまとめますので参考にして下さい。�
　スペーサーについては、1.33ｍ毎に１個取り付けて下さい。�

機　　種�

Ｕモール900

発進立坑径� 塩ビ管長（㎜）� 備　　考�

開削工　W＝900 500 1／8に切断�

φ1500 1,000 1／4に切断�

φ2000 1,300 1／3に切断�

３－６．塩ビ管挿入日進量�

塩ビ管呼び径�

挿入日進量�

φ１００�

１３.６�

φ１５０�

１２.７ 

φ２５０�

１１.４�

φ２００�

１２.０�

φ４００�

９.６�

φ３５０�

１０.１�

φ３００�

１０.８�

φ４５０�

９.０�

　塩ビ管挿入時、鋼管内で埋設管の高さ調整を行うため、その精度から鋼管径を決定します。�
Ｕモールの削進精度をａ＝３㎜／ｍとし、削進距離をＬ（ｍ）とすると、�
最大調整範囲（㎜）＝Ｌ（ｍ）×ａ�

３－７．削進用鋼管径の選定�

３－７－１．推進距離により決定する場合�

鋼管内径≧　　　　　＋塩ビ管外径�0.5
2（Ｌ×ａ）�

　礫・玉石層では削進精度が低下するため、削進する礫・玉石の最大径の３倍以上の鋼管径を選
択します。�

３－７－２．地盤土質の礫・玉石により選定する場合�

単位：ｍ／日�
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３－５．立坑径と塩ビ管長さとスペーサーについて�



塩ビ管呼び径�

鋼管呼び径�

φ100 φ150

φ250

φ250

φ350

φ200

φ300

φ400

φ550

φ350

φ500

φ300

φ400

φ450

φ600

　上記に関わらず最小鋼管径は下表を標準とします。但し、土質により下表以外の組み合わせを計画
する場合は、当協会事務局へご相談下さい。�

３－８．最小鋼管径について�

　Ｕモール900で使用する鋼管は、ネジ切り鋼管を標準とし、厚みは、下表を標準とします。但し、土
質または推進延長により下表以外の鋼管を使用する場合は、当協会事務局へご相談下さい。�
�
鋼管呼び径�
（外径）�

鋼管厚�

鋼管呼び径�
（外径）�

鋼管厚�

φ400�
（406.4）�

7.9

φ450�
（457.2）�

9.5

φ250�
（267.4）�

6.6

φ500�
（508.0）�

9.5

φ300�
（318.5）�

6.9

φ550�
（558.8）�

9.5

φ350�
（355.6）�

7.9

φ600�
（609.6）�

9.5

３－９．鋼管の厚みについて�
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　Ｕモール900で使用する鋼管の有効長は、発進立坑により決定され、下表を標準とします。�

発進立坑�

開削工　W＝900

φ1500

φ2000

鋼管呼び径�

φ250～φ400

φ250～φ400

φ450～φ600

φ250～φ600

鋼管有効長（mm）�

150

600

1,000

ネジ長（mm）�

50

50

500 50

50

３－１０．鋼管長について�

単位：ｍm



　取付管推進において到達可能な最小既設管径呼び径φ800以上の高耐荷力管を標準とします。
呼び径φ800未満の既設管への到達については、当協会事務局へご相談下さい。�

３－１１．既設管への取付管推進ついて�

３－１１－１．取付管推進において到達できる既設管径について�

　既設管への到達時の推進精度を保つため１スパン８mを標準とします。８m以上の推進にな
る場合は、当協会事務局へご相談下さい。�

３－１１－２．取付管推進における推進延長について�

　取付管推進における推進角度は30度未満を標準とします。30度以上の推進角度になる場合は、
当協会事務局へご相談下さい。�

３－１１－３．取付管推進における推進角度について�

　既設管への取付管推進において、さや管用鋼管及びコア抜き用鋼管の最小径は下表を標準
とします。�

３－１１－４．取付管に対するさや管及びコア抜き用鋼管径について�

取付管用塩ビ管呼び径�φ100 φ150 φ20０�φ250 φ300 φ350 φ400 φ450 φ500

さや管用鋼管呼び径� φ300 φ300 φ300 φ350 φ400 φ450 φ500 φ550 φ600

コア抜き用鋼管呼び径�φ250 φ250 φ250 φ300 φ350 φ400 φ450 φ500 φ550
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４．簡易立坑築造工法�

立坑枠据付工�

４－１．標準施工手順�

立坑枠、カウンターウエイト等の据付作業�

機械据付工� Uモール900推進機、油圧ユニット等の据付作業�

鋼管削進工� 鋼管の据付、推進機械の運転、管渠にかかる荷重の確認、油圧ホース
の接合、刃口による地山や障害物の切削等の一連の作業�

坑外ずり出し工� 鋼管内の残土等を撤去する作業�

推進機撤去工� Uモール900推進機、油圧ユニット等の撤去作業�

塩ビ管据付工� 鋼管内へ簡易土留用硬質塩化ビニル管の据付作業�

鋼管引抜工� 鋼管と塩ビ管との隙間を埋戻し、鋼管を引抜く作業�

立坑枠撤去工� 立坑枠、カウンターウエイト等の撤去作業�

覆工板設置工� 専用円形覆工板を設置する作業�

16

種　類� 鋼　管� 塩ビ管�

呼び径� φ600 VUφ500

外径（mm）� 600.9 520

内径（mm）� 600.1 489

内厚（mm）� 9.5 14.6

外周長（mm）� 1,915 1,634

35.41m当り重量（kg）� 129 �

　鋼管および塩ビ管の寸法は以下の表を標準とします。�

４－２．鋼管および塩ビ管土留の寸法について�

※太線内の工種については積算編に考慮しています。�



　立坑深の限度は、5mまでを標準とします。�

４－３．立坑深の限界について�
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土質�

日進量�

N＜30普通土�

1.9

N≧30固結土�

1.8

礫混入土�

1.5

礫・玉石混入土�

0.7

岩盤�

0.5

　適用土質は、以下の表を参考にして下さい。�

４－４．適用土質と標準日進量�

世話人�

1

特殊作業員�

2

普通作業員�

1

溶接工�

1

計�

5

塩ビ管呼び径�

挿入日進量�

500

8.5

４－５．塩ビ管挿入日進量�

４－６．編成人員�

1箇所当りの工程�

立坑準備～Uモール900据付� 0.5日�

鋼管削進工�

塩ビ管挿入工�
立坑深÷日進量�

Uモール900撤去～片付け� 0.5日�

４－７．工程�

Ｎ＜30の普通土：粘性土、砂質土�
Ｎ≧30の固結土：粘性土、砂質土�
礫　混　入　土：最大礫径70a未満、混入率30％未満（混入率30％以上の場合は岩盤評価とします。）�
礫・玉石混入土：最大礫径70a以上150a未満、混入率30％未満（最大礫径150a以上又は混入率30％�
　　　　　　　　以上の場合は岩盤評価とします。）�
岩　　　　　盤：一軸圧縮強度80MN／g（800㎏／f）未満�

単位：ｍ／日�

単位：人�



積　算　編�

REVO推進機�
Uモール工法�

低耐荷力方式�
�

Uモール900



低耐荷力方式　仮管併用圧入２工程（管置換方式）　硬質塩ビ管推進工法　積算�

Ｕモール工法　硬質塩ビ管推進工法　仮管併用圧入２工程（管置換方式）�

種　　　目� 摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

誘導管推進工� ｍ��

計�

Ｃ－１�

仮管推進工� ｍ�� Ｃ－２�

埋設管推進工（管置換工）� ｍ�� Ｃ－３�

スクリューコンベヤ類撤去工� ｍ�� Ｃ－４�

発生土処分工� ｍ�� Ｃ－５�

坑口工� 箇所�� Ｃ－６�

既設マンホール坑口工� 箇所�� Ｃ－７�

鏡切り� 箇所�� Ｃ－８�

推進設備工� 箇所�� Ｃ－９�

推進設備据換工� 箇所�� Ｃ－10

材料費� 本�呼び径φ� Ｌ＝800� �� �

Ｃ－１号代価表　誘導管推進工�

種　　　目�

１ｍ当り�

摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

世話役�
��

人� 1
� �

特殊作業員�
��

人� 1
� �

普通作業員�

��

人� 2

� �� �クレーン装置付トラック運転費�４t積,2.9t吊�時間� Ｃ－１－１�

Ｃ－１－２�

１日当り�

労務費の12％�

Ｔ�

誘導管推進工機械器具損料a 日� 1

Ｃ－１－３�誘導管推進工機械器具損料s 日� 1

諸雑費� 式� 1

計�

１ｍ当り　　計� 計／誘導管日進量�

備考� １．諸雑費は、電力に関する経費等であり、労務費の合計額の12％を上限として計上する。�
年間標準運転時間�
年間標準運転日数�

T＝�２．クレーン装置付トラックの運転日当たり運転時間�
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Ｃ－１－１号代価表　クレーン装置付トラック運転費�

種　　　目� 摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

4t積,2.9t吊�クレーン装置付トラック損料� 時間�

諸雑費� 式�

軽油� R 　� 0.050L/kW.h×　 kW

特殊運転手� 人� 　�

1

1

１時間当り　　計�

１時間当り�

Ｃ－１－２号代価表　誘導管推進工機械器具損料（１）�

種　　　目� 摘　　要�

機械損料一覧表�

形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

推進機損料�

１日当り　　計�

備考�

日� 1

１日当り�

推進機損料は、運転日当りの運転時間（6.75時間）を乗じた損料とする。�

Ｃ－１－３号代価表　誘導管推進工機械器具損料（2）�

種　　　目� 摘　　要�

推進器具類損料一覧表�

推進器具類損料一覧表�

計×誘導管日進量�

形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

推進器具類損料（固定部）�

推進器具類損料（変動部）�

１日当り　　計�

計�

備考�

式�

ｍ�

1

L

1m当り�

１日当り�

１．推進器具類損料（固定部）は推進延長により使用数量が一定な器具類の合計額であり、推進区間�
　　ごとに計上する。�
２．推進器具類損料（変動部）は推進延長により使用数量が変化する器具類の合計額である。�
　　ここでは、Ｌは1推進区間の延長とする。�
�

kW

Ｔ＝　�

備考�

２．労務歩掛は、建設省土木工事積算基準の建設機械運転労務による。�

年間標準運転時間�
年間標準運転日数�

T＝�１．�



�

Ｃ－２号代価表　仮管推進工�

種　　　目�

１ｍ当り�

摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

世話役�
��

人� 1
� �

特殊作業員�
��

人� 1
� �

普通作業員�

��

人� 2

滑材� R

� �� �クレーン装置付トラック運転費�４t積,2.9t吊�時間� Ｃ－１－１�

必要に応じて計上�

Ｃ－２－１�

１日当り�

Ｔ�

仮管推進工機械器具損料a 日� 1

Ｃ－２－２�仮管推進工機械器具損料s 日� 1

必要に応じて計上�

労務費の12％�

滑材注入機械器具損料� 日� 1

諸雑費� 式� 1

計�

１ｍ当り　　計� 計／仮管推進日進量�

備考� １．諸雑費は、電力に関する経費等であり、労務費の合計額の12％を上限として計上する。�
年間標準運転時間�
年間標準運転日数�

T＝�２．クレーン装置付トラックの運転日当たり運転時間�
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Ｃ－２－１号代価表　仮管推進工機械器具損料（１）�

種　　　目� 摘　　要�

機械損料一覧表�

形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

推進機損料�

１日当り　　計�

備考�

日� 1

１日当り�

推進機損料は、運転日当りの運転時間（6.75時間）を乗じた損料とする。�

Ｃ－２－２号代価表　仮管推進工機械器具損料（2）�

種　　　目� 摘　　要�

推進器具類損料一覧表�

推進器具類損料一覧表�

1m当り�

計×仮管推進日進量�

形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

推進器具類損料（固定部）�

推進器具類損料（変動部）�

１日当り　　計�

計�

備考�

式�

ｍ�

1

Ｌ�

１日当り�

１．推進器具類損料（固定部）は推進延長により使用数量が一定な器具類の合計額であり、推進区間�
　　ごとに計上する。�
２．推進器具類損料（変動部）は推進延長により使用数量が変化する器具類の合計額である。�
　　ここでは、Ｌは1推進区間の延長とする。�
�



�

Ｃ－３号代価表　埋設管推進工（管置換工）�

種　　　目�

１ｍ当り�

摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

世話役�
��

人� 1
� �

特殊作業員�
��

人� 1
� �

普通作業員�

��

人� 2

� �� �クレーン装置付トラック運転費�４t積,2.9t吊�時間� Ｃ－１－１�

Ｃ－３－１�

１日当り�

労務費の12％�

T

埋設管推進工機械器具損料a 日� 1

Ｃ－３－２�埋設管推進工機械器具損料s 日� 1

諸雑費� 式� 1

計�

１ｍ当り　　計� 計／埋設管推進日進量�

備考� １．諸雑費は、電力に関する経費等であり、労務費の合計額の12％を上限として計上する。�
年間標準運転時間�
年間標準運転日数�

T＝�２．クレーン装置付トラックの運転日当たり運転時間�
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Ｃ－３－１号代価表　埋設管推進工機械器具損料（１）�

種　　　目� 摘　　要�

機械損料一覧表�

形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

推進機損料�

１日当り　　計�

備考�

日� 1

１日当り�

推進機損料は、運転日当りの運転時間（6.75時間）を乗じた損料とする。�

Ｃ－３－２号代価表　埋設管推進工機械器具損料（2）�

種　　　目� 摘　　要�

推進器具類損料一覧表�

推進器具類損料一覧表�

1m当り�

計×埋設管推進日進量�

形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

推進器具類損料（固定部）�

推進器具類損料（変動部）�

１日当り　　計�

計�

備考�

式�

m

1

Ｌ�

１日当り�

１．推進器具類損料（固定部）は推進延長により使用数量が一定な器具類の合計額であり、推進区間�
　　ごとに計上する。�
２．推進器具類損料（変動部）は推進延長により使用数量が変化する器具類の合計額である。�
　　ここでは、Ｌは1推進区間の延長とする。�
�



Ｃ－４号代価表　スクリューコンベヤ類撤去工�

種　　　目�

１m当り�

摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

世話役�
��

人� 1
� �

特殊作業員�
��

人� 1
� �

普通作業員�

��

人� 2

� �� �クレーン装置付トラック運転費�４t積,2.9t吊�時間� Ｃ－１－１�

１日当り�

Ｔ�

諸雑費� 式� 1

計�

１ｍ当り　　計� 計／日当りスクリューコンベヤ類撤去量�

１m3当り�計�

１ｍ当り　　計� 計×m当り掘削土量�

備考� １．スクリューコンベヤ類撤去延長は推進延長とする。�
年間標準運転時間�
年間標準運転日数�

T＝�２．クレーン装置付トラックの運転日当たり運転時間�
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表－１　スクリューコンベヤ類標準撤去量�

呼び径（mm）�

150～500

日当り撤去量（m）�

35

Ｃ－５号代価表　発生土処分工�

種　　　目� 摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

捨場処分費�

備考�

m3 1

１ｍ当り�

単位：m／日�

１．ダンプトラックは原則として借り上げ方式とし、残土の積込み形態、運搬形態に適した方法で
　積算する。�
２．ダンプトラックの車種及び台数は、１日当り掘削土量、仮置場の有無及び捨土に要する往復時
　間等を考慮して決めるものとする。数量は、１以上の正数とする。�

Ｃ－５－１�ダンプトラック運転費� m3 1

�



表－２－２　ダンプトラック借り上げ基準�

種　別� ２ｔ車�４ｔ車�

１日当たり掘削土量� 回数� 運転時間� 回数� 運転時間�

１� ２�

１� ２�

－� －�

２� ４�

２� ４� ３� ６�

 １.１m3／日以下�

１.１～２.２m3／日�

 ２.２m3／日以上�

表－２　ダンプトラックの車種と積載量�

土質�
車種� ４ｔ車� ２ｔ車 

全土質� 2.0 1.0

Ｃ－５－１号代価表　ダンプトラック運転工�

種　　　目� 摘　　要�

計／１日当り運搬土量�

形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

一般運転手�

軽油�

１m3当り　　計�

計�

備考�

人�

R

Ｃ－５－２、表－２�

表－２－１�

１日当り�

表－２－１�

ダンプトラック損料� 日�

�

○t車� 1

1タイヤ損耗費� 時間�

諸雑費� 式� 1

１m3当り�

単位：m3

表－２－１　ダンプトラックの車種と積載量�

種目�
車種� ４ｔ車� ２ｔ車 

運転手（人）� 0.16 0.16

軽油（R）� 7.3 4.8

1時間当り�

１．標準として、2ｔ、4ｔダンプトラックの借り上げ方式とする。�
        なおこれにより難しい場合は、積み上げ方式とすることができる。�
２．軽油、一般運転手、タイヤ損耗の数量は、運転時間に応じて計上する。�

24



Ｃ－６号代価表　坑口工� １箇所当り�

世話役� 人� 0.2

溶接工� 人� 0.2

普通作業員�

��

人� 0.2

止水器� 組� 1

鋼材溶接工� m

鋼材切断工� m

� �
クレーン装置付トラック運転費�４t積,2.9t吊�時間� Ｃ－１－１�

Ｃ－６－３、表３�

Ｃ－６－１、表３�

Ｔ×0.2

１箇所当り　計�

備考� １．坑口工は、立坑内への土砂の流入を防止するために設置するもので、必要に応じ計上する。なお、�
　　１推進区間の必要箇所数は、発進部及び到達部の２箇所となる。ただし、既設マンホール坑口工�
　　を計上する場合は１箇所のみとなる。�

年間標準運転時間�
年間標準運転日数�

T＝�２．クレーン装置付トラックの運転日当たり運転時間�

25

Ｃ－５－２号代価表　ダンプトラック損料�

種　　　目� 摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�

1

H

単価（円）�

a

b

金額（円）�

ダンプトラック�

ダンプトラック�

備考�

日�

時間�

○t車�

○t車�

１日当り　　計�

１日当り�

ａ：供用１日当り損料�
ｂ：運転１時間当り損料�
Ｈ：ダンプトラック１日当り実働時間（時間）�

表－３　坑口工歩掛表� １箇所当り�

種　目� クレーン装置付�
トラック運転費�
（時間）�

世話役� 鋼材溶接工�鋼材切断工�

（ｍ）��呼び径� （ｍ）�（人）�
溶接工�
（人）�

普通作業員�
（人）�

止水器�
（組）�

0.2 1 1.7 3.4φ150 0.2

0.2 1 2.1 4.2φ250 0.2

2.3 4.6

Ｔ×0.2

Ｔ×0.2

Ｔ×0.20.2φ300 0.2

0.2

Ｔ×0.20.2 1.9 3.8φ200 0.2 10.2

0.2

0.2 1

2.6 5.2 Ｔ×0.20.2φ350 0.20.2 1

2.9 5.8 Ｔ×0.20.2φ400 0.20.2 1

3.1 6.2 Ｔ×0.20.2φ450 0.20.2 1

3.4 6.8 Ｔ×0.20.2φ500 0.20.2 1
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備考�

Ｃ－６－３号代価表　鋼材切断工�

種　　　目� 摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

世話役� 人� 0.007

溶接工� 人� 0.053

普通作業員� 人� 0.020

酸素� m3 0.163

アセチレン� kg 0.028

諸雑費� アセチレンの30％�式� 1

１m当り　　計�

１m当り�

諸雑費はアセチレン金額の30％以内を上限として計上できる。�

Ｃ－６－１号代価表　鋼材溶接工�

種　　　目� 摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

世話役� 人� 0.01

溶接工� 人� 0.076

普通作業員� 人� 0.021

電機溶接機運転� 日�250A 0.076

溶接棒�  kg 0.4

諸雑費� 溶接棒の30％ 

Ｃ－６－２�

式� 1

１m当り　　計�

１ｍ当り 

Ｃ－６－２号代価表　電機溶接機運転�

種　　　目� 摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

軽油� 0.227L/kW.h×　 kW×6.7hR 　�

諸雑費� 式� 1

１日当り　　計�

１日当り�

備考� １．諸雑費は溶接棒金額の30％以内を上限として計上できる。�
２．エンジン付き溶接機を使用する。�

電機溶接機損料� kW日� 1
エンジン付�
250A



27

Ｃ－８号代価表　鏡切り�

摘　　要�形状寸法� 単位�

表－５、Ｃ－８－１ 

表－４�

表－４�

表－４�

表－４�

表－４�

鏡切り工� m

１箇所当り　　計�

数量�単価（円）�金額（円）�

１箇所当り 

Ｃ－７号代価表　既設マンホール坑口工�

種　　　目�

種　　　目�

摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

止水器� 組�

コンクリートアンカ� 本�φ12×100㎜�

急結止水セメント�急結止水セメント� kg

はつり工� 人�

普通作業員� 人�

1

�

�

�

�

１箇所当り　　計�

備考�

１箇所当り 

１．止水器は、既設マンホール用止水器を計上する。�
２．止水器撤去時、湧水が多く撤去が困難と思われる場合は、止水のための補足注入を計上する。�
３．既設マンホール坑口工は、必要に応じて計上する。�

表－４　既設マンホール坑口歩掛表� １箇所当り�

種目�
呼び径　　　�

1�

1�

1�

1�

1�

1�

1�

1

8�

8�

8�

8�

12�

12�

12�

12

11�

16�

22�

28�

36�

44�

53�

57

0.3�

0.3�

0.4�

0.4�

0.4�

0.5�

0.5�

0.5

2�

2�

2�

2�

3�

3�

3�

3

�

�

�

�

�

φ150�

φ200�

φ250�

φ300�

φ350�

φ400�

φ450�

φ500

止水器�
（組）��

コンクリートアンカ�
（本）�

急結止水セメント�
（kg）�

普通作業員�
（人）� 摘　　要�

はつり工�
（人）�

表－５　鏡切り延長� １箇所当り�

延長（ｍ）�  1.0

呼び径�
種目� φ150

 1.2

φ200

 1.4

φ250

 1.7

φ300

1.9

φ350

2.1

φ400

 2.4

φ450

 2.7

φ500
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表－６　鏡切り工歩掛表（切断延長1m当り）�

土留種類�
鋼製ケーシング�

鋼矢板�

#型�Ⅱ型�

0.008

0.059

0.022

 労務費の10％  労務費の5％ 

0.008

0.059

0.022

ライナープレート�

0.007

0.057

0.022

0.006

0.051

0.019

種目�

世話役�

溶接工�

普通作業員�

諸雑費�

単位：人／m

Ｃ－８－１号代価表　鏡切り工�

種　　　目� 摘　　要�形状寸法� 単位�

世話役� 表－６�人�

溶接工� 表－６�人�

普通作業員� 表－６�人�

諸雑費� 表－６�式� 1

１m当り　　計�

数量�単価（円）�金額（円）�

１m当り�

Ｃ－９号代価表　推進設備工�

種　　　目� 摘　　要�

Ｃ－１－１�

形状寸法� 単位� 数量�

2

2

1

単価（円）�金額（円）�

世話役�

特殊作業員�

1箇所当り　　計�

4t積,2.9t吊�

人�

人�

普通作業員� 人� 4

電工� 人�

とび工�

諸雑費�

人� 1

式� 1

クレーン装置付トラック運転費� 時間� T×2

１箇所当り�

備考� １．両発進の場合は、推進設備据換工を１箇所計上し、その際推進設備工は計上しない。�

備考� 諸雑費は酸素及びアセチレン等の費用で、表－６の率を労務費に乗じた金額を上限として計上する。�

年間標準運転時間�
年間標準運転日数�

T＝�２．クレーン装置付トラックの運転日当たり運転時間�
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Ｃ－10号代価表　推進設備据換工�

種　　　目� 摘　　要�

Ｃ－１－１�

形状寸法� 単位� 数量�

3

3

1.5

単価（円）�金額（円）�

世話役�

特殊作業員�

1箇所当り　　計�

4t積,2.9t吊�

人�

人�

普通作業員� 人� 6

電工� 人�

とび工�

諸雑費�

人� 1.5

式� 1

クレーン装置付トラック運転費� 時間� T×3

１箇所当り�

備考� 年間標準運転時間�
年間標準運転日数�

T＝�クレーン装置付トラックの運転日当たり運転時間�



積　算　編�

REVO推進機�
Uモール工法�

鋼製さや管方式�

Uモール900



Ｃ－２号代価表　鋼管削進工�

種　　　目�

１式当り�

摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

管セット工� 本� Ｃ－２－１�

管削進工�
�

ｍ�

発生土処分工�

�

ｍ�

Ｃ－２－２�

Ｃ－２－３�

既設マンホール到達工� 箇所� Ｃ－２－４�

塩ビ管挿入工� ｍ� Ｃ－２－５�

中詰注入工� m3 （表－３）×延長（m）�

Ｃ－２－６�

１式当り　　計�

Ｃ－１号代価表　材料費�

種　　　目�

１式当り�

摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

鋼管� 本�呼び径φ 　　　�

 φ　　用  

VUφ   

φ　　用 

φ　　用 

メタルクラウン� 個�

塩ビ管� 本�

塩ビソケット� 個�

塩ビスペーサー� 個�

１式当り　　計�

鋼製さや管方式　水平ボーリング１工程　鋼管削進工法　積算�

Ｕモール工法　鋼管削進工法　水平ボーリング１工程�

種　　　目�

�

摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

材料費� 式�

鋼管削進工� 式�

仮設備工� 式�

1

1

1

直接工事費　　合計�

Ｃ－３�

Ｃ－２�

Ｃ－１�

L＝　　mm
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Ｃ－２－１号代価表　管セット工�

表－１　管セット工歩掛表�

種　　　目�

１本当り�

１本当り�

摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

世話役� 人�

特殊作業員� 人�

普通作業員� 人�

鋼材溶接工�

４t積,2.9t吊�

ｍ�
表－１－１�

Ｃ－２－１－１�

表－１�

表－１�

表－１�

表－１�

Ｃ－２－１－２�
クレーン装置付トラック運転費� 時間�

式� 1諸雑費�

１本当り　　計�

Ｃ－３号代価表　仮設備工�

種　　　　　目�

１式当り�

摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

推進設備工� 箇所� Ｃ－３－１�

Ｃ－３－２�

Ｃ－３－３�

Ｃ－３－４�

Ｃ－３－５�

Ｃ－３－６�

Ｃ－３－７�

Ｃ－３－８�

推進設備据換工� 箇所�

坑口工� 箇所�

鏡切り� 箇所�

刃口取付工� 箇所�

刃口撤去工� 箇所�

中詰注入設備工� 箇所�

中詰注入設備据換工� 箇所�

１式当り　　計�

鋼管呼び径�
φ350以下�

φ400�

φ450
φ500以上�

0.15 0.23 0.30

0.30 0.46 0.60

0.15 0.23 0.30

1.00 1.50 2.00

種目�

世話役（人）�

特殊作業員（人）�

普通作業員（人）�

クレーン装置付トラック運転（時間）�
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表１－１　鋼管溶接長�

Ｃ－２－１－１号代価表　鋼材溶接工�

種　　　目� 摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

世話役� 人� 0.01

溶接工� 人� 0.076

普通作業員� 人� 0.021

鋼管呼び径�φ150

0.52

φ400

1.23

φ200

0.68

φ450

1.44

φ250

0.84

φ500

1.60

φ300

1.00

φ550

1.78

φ350

1.12

φ600

1.92鋼管溶接長（m）�

エンジン付�

250A

エンジン付�

250A

溶接棒� kg 0.4

諸雑費� 溶接棒の30％�式� 1

１m当り　　計�

１m当り�

１本当り�

Ｃ－２－１－１－１号代価表　電機溶接機運転�

種　　　目� 摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

軽油 R 　�

諸雑費�

電機溶接機運転� 日� 0.076 Ｃ－２－１－１－１�

電機溶接機損料� 日� 1 kW

0.227L/kW.h×　 kW×6.7h

摘　　要�

0.050L/kW.h×　 kW

式� 1

１日当り　　計�

１日当り�

Ｃ－２－１－２号代価表　クレーン装置付トラック運転�

種　　　目� 形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

軽油� R 　�

特殊運転手� 人� 　�

クレーン装置付トラック損料� 時間� 14t積,2.9t吊�

諸雑費� 式� 1

１時間当り　　計�

１時間当り�

備考� １．諸雑費は溶接棒金額の30％以内を上限として計上できる。�
２．エンジン付き溶接機を使用する。�

kW

Ｔ＝　�

備考�

２．労務歩掛は、建設省土木工事積算基準の建設機械運転労務による。�

年間標準運転時間�
年間標準運転日数�

T＝�１．�
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Ｃ－２－２号代価表　管削進工�

種　　　目�

１ｍ当り�

摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

世話役�
��

人� 1
� �

特殊作業員�
��

人� 2
� �

普通作業員�

��

人� 1

� �

� �

クレーン装置付トラック運転費�４t積,2.9t吊�時間� Ｃ－２－１－２�

Ｃ－２－２－１�

労務費の12％�

T

機械・器具損料� 日� 1

諸雑費� 式� 1

計�

１ｍ当り　　計� 計／日進量�

１日当り�

計�

１ｍ当り　　計� 計×m当り掘削土量�

１m3当り�

備考� １．諸雑費は、電力に関する経費等であり、労務費の合計額の12％を上限として計上する。�
年間標準運転時間�
年間標準運転日数�

T＝�２．クレーン装置付トラックの運転日当たり運転時間�

Ｃ－２－２－１号代価表　機械・器具損料�

種　　　目� 摘　　要�

機械損料一覧表�

機械損料一覧表�

形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

推進機械損料�

油圧ホース損料�

１日当り　　計�

備考�

日�

組�

1

1

１日当り�

推進機械損料は、運転日当りの運転時間（6.75時間）を乗じた損料とする。�

Ｃ－２－３号代価表　発生土処分工�

種　　　目� 摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

捨場処分費�

備考�

m3 1

１ｍ当り�

１．ダンプトラックは原則として借り上げ方式とし、残土の積込み形態、運搬形態に適した方法で
　積算する。�
２．ダンプトラックの車種及び台数は、１日当り掘削土量、仮置場の有無及び捨土に要する往復時
　間等を考慮して決めるものとする。数量は、１以上の正数とする。�

Ｃ－２－３－１�ダンプトラック運転費� m3 1
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表－２－２　ダンプトラック借り上げ基準�

種　別� ２ｔ車�４ｔ車�

１日当たり掘削土量� 回数� 運転時間� 回数� 運転時間�

１� ２�

１� ２�

－� －�

２� ４�

２� ４� ３� ６�

 １.１m3／日以下�

１.１～２.２m3／日�

 ２.２m3／日以上�

表－２　ダンプトラックの車種と積載量�

土質�
車種� ４ｔ車� ２ｔ車 

全土質� 2.0 1.0

Ｃ－２－３－１号代価表　ダンプトラック運転工�

種　　　目� 摘　　要�

計／１日当り運搬土量�

１日当り�

形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

一般運転手�

軽油�

１m3当り　　計�

計�

備考�

人�

R

Ｃ－２－３－１－１�

表－２－１�

表－２－１�

ダンプトラック損料� 日�

�

○t車� 1

1タイヤ損耗費� 時間�

諸雑費� 式� 1

１m3当り�

単位：m3

表－２－１　ダンプトラックの車種と積載量�

種目�
車種� ４ｔ車� ２ｔ車 

運転手（人）� 0.16 0.16

軽油（R）� 7.3 4.8

1時間当り�

１．標準として、2ｔ、4ｔダンプトラックの借り上げ方式とする。�
        なおこれにより難しい場合は、積み上げ方式とすることができる。�
２．軽油、一般運転手、タイヤ損耗の数量は、運転時間に応じて計上する。�
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Ｃ－２－４号代価表　既設マンホール到達工�

種　　　目�

１箇所当り�

摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

世話役�

特殊作業員�

普通作業員�

�

0.5�

1�

0.5

�

�

�

�

Ｃ－２－２－１�

�

１箇所当り　　計�

�

　�

�

�

�

人�

人�

人�

Ｃ－２－５号代価表　塩ビ管挿入工�

種　　　目�

１ｍ当り�

摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

世話役�

特殊作業員�

普通作業員�

クレーン装置付トラック運転費�

諸雑費�

1�

1�

2�

Ｔ�

1�

�

�

�

�

Ｃ－２－１－２�

計�

　�

�

�

4t積,2.9t吊�

�

人�

人�

人�

時間�

式�

機械・器具損料� 日� 0.5

諸雑費� 式� 1

計／挿入日進量�

１日当り�

１ｍ当り　　計�

備考� １．既設マンホール到達工は、必要に応じて計上する。�

２．諸雑費は、電力に関する経費等であり、労務費の合計額の６％を上限として計上する。�

備考� １．諸雑費は、電力に関する経費等であり、労務費の合計額の12％を上限として計上する。�
年間標準運転時間�
年間標準運転日数�

T＝�２．クレーン装置付トラックの運転日当たり運転時間�

Ｃ－２－３－１－１号代価表　ダンプトラック損料�

種　　　目� 摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�

1

H

単価（円）�

a

b

金額（円）�

ダンプトラック�

ダンプトラック�

備考�

日�

時間�

○t車�

○t車�

１日当り　　計�

１日当り�

ａ：供用１日当り損料�
ｂ：運転１時間当り損料�
Ｈ：ダンプトラック１日当り実働時間（時間）�
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Ｃ－２－６号代価表　中詰注入工�

種　　　目�

１m3当り�

摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

世話役�

特殊作業員�

普通作業員�

クレーン装置付トラック運転費�
�

グラウトポンプ損料�
�
�

グラウトミキサー損料�
�

中詰注入材�

諸雑費�

�

�

�

Ｃ－２－１－２�

�

�

�

�

Ｃ－２－６－１�

�

１日当り�

計／１日当り注入量�１m3当り　　計�

計�

　�

�

�

�

4kw  横型単筒�

30～70R／分�
�

立型2槽 2kw�

200R×2 �
�

人�

人�

人�

日�
�

日�

�

日�

�
m3�

式�

�

�

1�

2�

1�

1�
�

1�

�

1�
�

2�

1�

�

備考� １．１m当り注入量は別途算出する。�
２．１日当り注入量は２m3／日とする。�
３． 配合済み注入材を使用する場合は別途考慮する。�
４． 諸雑費は、電力料、グラウトホース（38mm×20m）損料の費用で、グラウトホンプ損料及びグラ�
　　ウトミキサー損料の合計金額に16％の率を乗じた金額を上限として計上する。�

Ｃ－２－６－１号代価表　中詰注入材 

種　　　目�

１m3当り�

摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

セメント�

ベントナイト�

水�

�

�

�

�１m3当り　　計�

　�

�

�

�

t�

kg

m3

0.5�

100�

0.8

4t積,2.9t吊�

37



38

表－３　中詰注入量� 単位：m3／m

Ｃ－３－１号代価表　推進設備工�

種　　　目�

１箇所当り 

摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

φ100�

φ150�

φ200�

φ250�

φ300�

φ350�

φ400�

φ450�

φ500

 0.009�

―�

―�

―�

―�

―�

―�

―�

―�

0.023�

0.012�

―�

―�

―�

―�

―�

―�

―�

0.041�

0.030�

0.015�

―�

―�

―�

―�

―�

―�

0.063�

0.052�

0.037�

0.017�

―�

―�

―�

―�

―�

0.081�

0.070�

0.055�

0.035�

0.012�

―�

―�

―�

―�

0.110�

0.099�

0.084�

0.064�

0.041�

0.013�

―�

―�

―�

0.143�

0.132�

0.117�

0.098�

0.074�

0.046�

0.015�

―�

―�

0.181�

0.169�

0.154�

0.135�

0.111�

0.083�

0.052�

0.017�

―�

0.222�

0.211�

0.195�

0.176�

0.153�

0.125�

0.094�

0.059�

0.020

0.267�

0.256�

0.241�

0.221�

0.198�

0.170�

0.139�

0.104�

0.065

世話役�

特殊作業員�

普通作業員�

電工�

とび工�
�
�

１箇所当り　　計�

　�

�

�

�

�

�

人�

人�

人�

人�

人�

�

2�

2�

4�

1�

1

備考� １．両発進の場合は、推進設備据換工を１箇所計上し、その際推進設備工は計上しない。�
２．Ｕモール1500はクレーン装置付トラックを用い、Ｕモール2000はトラッククレーンを用いる。�

鋼管呼び径�
塩ビ管呼び径� φ150�

�

φ200�

�

φ250�

�

φ300�

�

φ350�

�

φ400�

�

φ450�

�

φ500�

�

φ550�

�

φ600�

�

Ｕモール1500の場合�
Ｃ－２－１－２�クレーン装置付トラック運転費�

�
トラッククレーン賃料� Ｕモール2000の場合�油圧式4.8�

～4.9t吊�

4t積,2.9t吊�時間�

日�

T×2

2

諸雑費� 式� 1

年間標準運転時間�
年間標準運転日数�

T＝�３．クレーン装置付トラックの運転日当たり運転時間�
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Ｃ－３－２号代価表　推進設備据換工�

種　　　目�

１箇所当り�

摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

世話役�

特殊作業員�

普通作業員�

電工�

とび工�
�

クレーン装置付トラック運転費�
�
�

トラッククレーン賃料�

�

�

�

�

�

Ｕモール1500の場合�
Ｃ－２－１－２�

�

Ｕモール2000の場合�
�
�

1箇所当り　　計�

　�

�

�

�

�
�

4t積,2.9t吊�

�

油圧式4.8�
～4.9t吊�

人�

人�

人�

人�

人�
�

時間�

�

日�

3�

3�

6�

1.5�

1.5�
�

T×3�

�

3

備考� １．Ｕモール1500はクレーン装置付トラックを用い、Ｕモール2000はトラッククレーンを用いる。�
�

�

年間標準運転時間�
年間標準運転日数�

T＝�２．クレーン装置付トラックの運転日当たり運転時間�

Ｃ－３－３号代価表　坑口工�

種　　　目�

１箇所当り�

摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

世話役�
��

人� 0.2
� �

溶接工�
��

人� 0.2
� �

普通作業員�

��

人� 0.2

止水器� 組� 1

鋼材溶接工� m 　�

鋼材切断工� m 　�

� �� �クレーン装置付トラック運転費�４t積,2.9t吊�時間� Ｃ－２－１－２�

Ｃ－３－３－１、表４�

Ｃ－２－１－１、表４�

Ｔ×0.2

１箇所当り　計�

備考� １．坑口工は、立坑内への土砂の流入を防止するために設置するもので、必要に応じ計上する。なお、�
　　１推進区間の必要箇所数は、発進部及び到達部の２箇所となる。ただし、既設マンホール到達工�
　　を計上する場合は１箇所のみとなる。�

年間標準運転時間�
年間標準運転日数�

T＝�２．クレーン装置付トラックの運転日当たり運転時間�

諸雑費� 式� 1
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表－４　坑口工歩掛表� １箇所当り�

備考�

Ｃ－３－３－１代価表　鋼材切断工�

種　　　目� 摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

世話役� 人� 0.007

溶接工� 人� 0.053

普通作業員� 人� 0.020

酸素� m3 0.163

アセチレン� kg 0.028

諸雑費� アセチレンの30％�式� 1

１m当り　　計�

１m当り�

諸雑費はアセチレン金額の30％以内を上限として計上できる。�

Ｃ－３－４号代価表　鏡切り�

摘　　要�形状寸法� 単位�

表－５、Ｃ－３－４－１�鏡切り� m

１箇所当り　　計�

数量�単価（円）�金額（円）�

１箇所当り 
種　　　目�

種　目� クレーン装置付�
トラック運転費�
（時間）�

世話役� 鋼材溶接工�鋼材切断工�

（ｍ）��呼び径� （ｍ）�（人）�
溶接工�
（人）�

普通作業員�
（人）�

止水器�
（組）�

0.2 1 1.7 3.4φ150 0.2

0.2 1.9 3.8φ200 0.2 1

0.2 1 2.1 4.2φ250 0.2

2.3 4.6

Ｔ×0.2

Ｔ×0.2

Ｔ×0.2

Ｔ×0.20.2φ300 0.2

0.2

0.2

0.2

0.2 1

2.6 5.2 Ｔ×0.20.2φ350 0.20.2 1

2.9 5.8 Ｔ×0.20.2φ400 0.20.2 1

3.1 6.2 Ｔ×0.20.2φ450 0.20.2 1

3.4 6.8 Ｔ×0.20.2φ500 0.20.2 1

3.6 7.2 Ｔ×0.20.2φ550 0.20.2 1

4.1 7.8 Ｔ×0.20.2φ600 0.20.2 1



41

表－５　鏡切り延長� １箇所当り�

延長（ｍ）�  1.0

呼び径�
種目� φ150

 1.2

φ200

 1.4

φ250

 1.7

φ300

1.9

φ350

2.1

φ400

 2.4

φ450

 2.7

φ500

3.0

φ550

 3.3

φ600

表－６　鏡切り工歩掛表（切断延長1m当り）�

土留種類�
鋼製ケーシング�

鋼矢板�

#型�Ⅱ型�

0.008

0.059

0.022

 労務費の10％  労務費の5％ 

0.008

0.059

0.022

ライナープレート�

0.007

0.057

0.022

0.006

0.051

0.019

種目�

世話役�

溶接工�

普通作業員�

諸雑費�

単位：人／m

Ｃ－３－４－１号代価表　鏡切り工�

種　　　目� 摘　　要�形状寸法� 単位�

世話役� 表－６�人�

溶接工� 表－６�人�

普通作業員� 表－６�人�

諸雑費� 表－６�式� 1

１m当り　　計�

数量�単価（円）�金額（円）�

１m当り�

Ｃ－３－５号代価表　刃口取付工�

種　　　目�

１箇所当り�

摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

世話役�

特殊作業員�

普通作業員�
�

鋼材溶接工�

�

クレーン装置付トラック運転費�
�

諸雑費�

�

表－７�

表－７�

表－７��

表－７－１�

Ｃ－２－１－１�
�

表－７�
Ｃ－２－１－２�

１箇所当り　　計�

　�

�

�

�

�
�

4t積,2.9t吊�

�

人�

人�

人�
�

ｍ�

�

時間�
�

式�

�

�

�
�

�

�

�
�

1



１箇所当り�

表－７　刃口取付歩掛表�

種目�

鋼管呼び径�

世話役（人）�

特殊作業員（人）�

普通作業員（人）�

クレーン装置付トラック運転（時間）�

�

鋼管呼び径�

刃口溶接長（m）�

φ150�

0.52

φ200�

0.68

φ250�

0.84

φ300�

1.00

φ350�

1.12

φ400�

1.23

φ450�

1.44

φ500�

1.60

φ550�

1.78

φ600�

1.92

　�

�

�

�

0.08�

0.16�

0.08�

0.50

�

�

�

�

φ350以下�

0.10�

0.20�

0.10�

0.66

φ400�
φ450

0.13�

0.26�

0.13�

0.83

φ500�
φ550

0.15�

0.30�

0.15�

1.00

φ600

表７－１　刃口溶接長�
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Ｃ－３－６号代価表　刃口撤去工�

種　　　目�

１箇所当り�

摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

世話役�

特殊作業員�

普通作業員�
�

鋼材切断工�

�

クレーン装置付トラック運転費�
�

諸雑費�

�

表－８�

表－８�

表－８��

表－８－１�
Ｃ－３－３－１�

�

表－８�
Ｃ－２－１－２�

１箇所当り　　計�

　�

�

�

�

�
�

4t積,2.9t吊�

�

人�

人�

人�
�

ｍ�

�

時間�
�

式�

�

�

�
�

�

�

�
�

1



１箇所当り�

表－８　刃口撤去歩掛表�

種目�

鋼管呼び径�

世話役（人）�

特殊作業員（人）�

普通作業員（人）�

クレーン装置付トラック運転（時間）�

�

鋼管呼び径�

刃口溶接長（m）�

φ150 φ200 φ250 φ300 φ350 φ400 φ450 φ500 φ550 φ600

0.52 0.68 0.84 1.00 1.12 1.23 1.44 1.60 1.78 1.92

　�

�

�

�

0.08�

0.16�

0.08�

0.50

�

�

�

�

φ350以下�

0.10�

0.20�

0.10�

0.66

φ400�
φ450

0.13�

0.26�

0.13�

0.83

φ500�
φ550

0.15�

0.30�

0.15�

1.00

φ600

表８－１　刃口切断長�
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Ｃ－３－７号代価表　中詰注入設備工�

種　　　目�

１箇所当り�

摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

世話役�

特殊作業員�

とび工�

普通作業員�

クレーン装置付トラック運転費�

諸雑費�

�

�

�

�

Ｃ－２－１－２�

�

１箇所当り　　計�

�

�

�

�

4t積,2.9t吊�

�

人�

人�

人�

人�

時間�

式�

0.5�

0.5�

1�

0.5�

T×0.5�

1

備考� １．両発進の場合は、中詰注入設備据換工を１箇所計上し、その際中詰注入設備工は計上しない。�
年間標準運転時間�
年間標準運転日数�

T＝�２．クレーン装置付トラックの運転日当たり運転時間�



Ｃ－３－８号代価表　中詰注入設備据換工�

種　　　目�

１箇所当り�

摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

世話役�

特殊作業員�

とび工�

普通作業員�

クレーン装置付トラック運転費�

諸雑費�

�

�

�

�

Ｃ－２－１－２�

�

１箇所当り　　計�

�

�

�

�

4t積,2.9t吊�

�

人�

人�

人�

人�

時間�

式�

0.75�

0.75�

1.5�

0.75�

T×0.75�

1
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備考� 年間標準運転時間�
年間標準運転日数�

T＝�　　クレーン装置付トラックの運転日当たり運転時間�



Ｃ－１号代価表　材料費�

種　　　目�

１式当り�

摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

鋼管� 本�呼び径φ 　　　�

呼び径φ 　　　�

 φ　　用  

φ　　用 

VUφ   

メタルクラウン� 個�

鋼管� 本�

塩ビ管� 本�

メタルクラウン� 個�

φ　　用 

φ　　用 

φ　　用 

塩ビスペーサー� 個�

既設管接続リング� 個�

塩ビソケット� 個�

１式当り　　計�

既設管取付削進工法　積算�

Ｕモール工法　既設管取付削進工法　�

種　　　目�

�

摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

材料費� 式�

鋼管削進工� 式�

仮設備工� 式�

1

1

1

直接工事費　　合計�

Ｃ－３�

Ｃ－２�

Ｃ－１�

L＝　　mm、鞘管�

L＝　　mm、コア抜用�

さや管用�

コア抜用�
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Ｃ－２号代価表　鋼管削進工�

種　　　　　目�

１式当り�

摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

管セット工� 本� Ｃ－２－１�

Ｃ－２－２�

Ｃ－２－３�

Ｃ－２－５�

Ｃ－２－７�

Ｃ－２－８�

Ｃ－２－９�

管削進工� ｍ�

発生土処分工� ｍ�

塩ビ管挿入工� ｍ�

中詰注入工� m3

既設管到達工� 箇所�

コア抜き工� 箇所�

既設管接続工� 箇所�

１式当り　　計�

（表－３）×延長（m）�

Ｃ－２－６�

Ｃ－３号代価表　仮設備工�

種　　　　　目�

１式当り�

摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

推進設備工� 箇所� Ｃ－３－１�

Ｃ－３－２�

Ｃ－３－３�

Ｃ－３－４�

Ｃ－３－６�

Ｃ－３－７�

Ｃ－３－８�

推進設備据換工� 箇所�

坑口工� 箇所�

鏡切り� 箇所�

Ｃ－３－５�刃口取付工� 箇所�

Ｃ－３－５�刃口取付工� 箇所�

刃口撤去工� 箇所�

さや管�

コア抜管�

コア抜管�

中詰注入設備工� 箇所�

中詰注入設備据換工� 箇所�

１式当り　　計�
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Ｃ－２－７号代価表　既設管到達工�

種　　　目�

１箇所当り�

摘　　要�

Ｃ－２－２－１�

労務費の6％�

労務費の12％�

Ｃ－２－２－１�

形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

世話役�

特殊作業員�

普通作業員�

�

0.5�

1�

0.5�

�

�

１箇所当り　　計�

人�

人�

人�

�機械・器具損料� 日� 0.5�

     1諸雑費� 式�

Ｃ－２－８号代価表　コア抜き工�

種　　　目�

１箇所当り�

摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

世話役�

特殊作業員�

普通作業員�

�

1�

2�

1

１箇所当り　　計�

人�

人�

人�

機械・器具損料� 日� 1

諸雑費� 式� 1

Ｃ－２－９号代価表　既設管接続工�

種　　　目�

１箇所当り�

摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

世話役�

特殊作業員�

普通作業員�

諸雑費�

�

0.5�

0.5�

1�

1

１箇所当り　　計�

　�

�

�

�

�

　　　�

�

�

人�

人�

人�

式�
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備考� 諸雑費は、電力に関する経費等であり、労務費の合計額の6％を上限として計上する。�

備考� 諸雑費は、電力に関する経費等であり、労務費の合計額の12％を上限として計上する。�



積　算　編�

REVO推進機�
Uモール工法�

簡易立坑�

Uモール900



Ｃ－２号代価表　立坑削進工�

種　　　目�

１式当り�

摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

管セット工� 本� Ｃ－２－１�

立坑削進工�
�

ｍ�

坑外ずり出し工�

�

ｍ�

Ｃ－２－２�

Ｃ－２－３�

塩ビ管据付工� ｍ� Ｃ－２－４�

鋼管引抜工� 本� Ｃ－２－５�

１式当り　　計�

Ｃ－１号代価表　材料費�

種　　　目�

１式当り�

摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

鋼管� 本�呼び径φ600 　　　�

呼び径φ600

VUφ500

VUφ500

メタルクラウン� 個�

埋設塩ビ管� 本�

仮設塩ビ管� 本�

1

1

1

箇所� 1

１式当り　　計�

簡易立坑築造工法　積算�

Ｕモール900　簡易立坑築造工法�

種　　　目�

�

摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

材料費� 式�

立坑削進工� 式�

仮設備工� 式�

1

1

1

直接工事費　　合計�

Ｃ－３�

Ｃ－２�

Ｃ－１�

L＝0.7m、損料�

埋設塩ビ管接続加工費��

L＝4.0m、PE管�

L＝1.5m、損料�

損料�

49



Ｃ－２－１号代価表　管セット工�

種　　　目�

１本当り�

摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

世話役� 人�

特殊作業員� 人�

普通作業員� 人�

鋼材溶接工� ｍ� Ｃ－２－１－１�

Ｃ－２－１－２�クレーン装置付トラック運転費� 時間�

式�

0.3

0.6

0.3

0.64

2

1諸雑費�

１本当り　　計�
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Ｃ－２－１－１号代価表　鋼材溶接工�

種　　　目� 摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

世話役� 人� 0.01

溶接工� 人� 0.076

普通作業員� 人� 0.021

エンジン付�

250A

溶接棒� kg 0.4

諸雑費� 溶接棒の30％�式� 1

１m当り　　計�

１m当り�

電機溶接機運転� 日� 0.076 Ｃ－２－１－１－１�

備考� １．諸雑費は溶接棒金額の30％以内を上限として計上できる。�
２．エンジン付き溶接機を使用する。�

Ｃ－３号代価表　仮設備工�

種　　　　　目�

１式当り�

摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

立坑設備据付・撤去工� 箇所� Ｃ－３－１�

Ｃ－３－２�

Ｃ－３－３�

刃口取付工� 箇所�

刃口撤去工� 箇所�

１式当り　　計�
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Ｃ－２－２号代価表　立坑削進工�

種　　　目�

１ｍ当り�

摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

世話役�
��

人� 1
� �

特殊作業員�
��

人� 2
� �

普通作業員�

��

人� 1

� �

� �

クレーン装置付トラック運転費� 時間� Ｃ－２－１－２�

Ｃ－２－２－１�

労務費の12％�

T

機械・器具損料� 日� 1

諸雑費� 式� 1

計�

１ｍ当り　　計� 計／日進量�

１日当り�

備考� １．諸雑費は、電力に関する経費等であり、労務費の合計額の12％を上限として計上する。�
年間標準運転時間�
年間標準運転日数�

T＝�２．クレーン装置付トラックの運転日当たり運転時間�

摘　　要�

0.050L/kW.h×　 kW

Ｃ－２－１－２号代価表　クレーン装置付トラック運転�

種　　　目� 形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

軽油� R 　�

特殊運転手� 人� 　�

クレーン装置付トラック損料� 時間� 14t積,2.9t吊�

諸雑費� 式� 1

１時間当り　　計�

１時間当り�

kW

Ｔ＝　�

備考�

２．労務歩掛は、建設省土木工事積算基準の建設機械運転労務による。�

年間標準運転時間�
年間標準運転日数�

T＝�１．�

エンジン付�

250A

Ｃ－２－１－１－１号代価表　電機溶接機運転�

種　　　目� 摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

軽油 R 　�

諸雑費�

電機溶接機損料� 日� 1 kW

0.227L/kW.h×　 kW×6.7h

式� 1

１日当り　　計�

１日当り�
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計�

１ｍ当り　　計� 計×m当り掘削土量�

１m3当り�

Ｃ－２－３号代価表　坑外ずり出し工�

種　　　目� 摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

捨場処分費�

備考�

m3 1

１ｍ当り�

１．ダンプトラックは原則として借り上げ方式とし、残土の積込み形態、運搬形態に適した方法で
　積算する。�
２．ダンプトラックの車種及び台数は、１日当り掘削土量、仮置場の有無及び捨土に要する往復時
　間等を考慮して決めるものとする。数量は、１以上の正数とする。�

Ｃ－２－３－１�ダンプトラック運転費� m3 1

Ｃ－２－３－１号代価表　ダンプトラック運転工�

種　　　目� 摘　　要�

計／１日当り運搬土量�

１日当り�

形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

一般運転手�

軽油�

１m3当り　　計�

計�

備考�

人�

R

Ｃ－２－３－１－１�

表－２－１�

表－２－１�

ダンプトラック損料� 日�

�

○t車� 1

1タイヤ損耗費� 時間�

諸雑費� 式� 1

１m3当り�

１．標準として、2ｔ、4ｔダンプトラックの借り上げ方式とする。�
        なおこれにより難しい場合は、積み上げ方式とすることができる。�
２．軽油、一般運転手、タイヤ損耗の数量は、運転時間に応じて計上する。�

備考�

Ｃ－２－２－１号代価表　機械・器具損料�

種　　　目� 摘　　要�

機械損料一覧表�

機械損料一覧表�

形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

推進機械損料�

油圧ホース損料�

１日当り　　計�

日�

組�

1

�

１日当り�

推進機械損料は、運転日当りの運転時間（6.75時間）を乗じた損料とする。�
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表－２－２　ダンプトラック借り上げ基準�

種　別� ２ｔ車�４ｔ車�

１日当たり掘削土量� 回数� 運転時間� 回数� 運転時間�

１� ２�

１� ２�

－� －�

２� ４�

２� ４� ３� ６�

 １.１m3／日以下�

１.１～２.２m3／日�

 ２.２m3／日以上�

Ｃ－２－３－１－１号代価表　ダンプトラック損料�

種　　　目� 摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�

1

H

単価（円）�

a

b

金額（円）�

ダンプトラック�

ダンプトラック�

備考�

日�

時間�

○t車�

○t車�

１日当り　　計�

１日当り�

ａ：供用１日当り損料�
ｂ：運転１時間当り損料�
Ｈ：ダンプトラック１日当り実働時間（時間）�

表－２　ダンプトラックの車種と積載量�

土質�
車種� ４ｔ車� ２ｔ車 

全土質� 2.0 1.0

単位：m3

表－２－１　ダンプトラックの車種と積載量�

種目�
車種� ４ｔ車� ２ｔ車 

運転手（人）� 0.16 0.16

軽油（R）� 7.3 4.8

1時間当り�
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Ｃ－３－１号代価表　立坑設備据付・撤去工�

種　　　目�

１箇所当り 

摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

世話役�

特殊作業員�

普通作業員�

電工�

とび工�

クレーン装置付トラック運転費�

諸雑費�

� １箇所当り　　計�

　�

�

�

�

�

�

人�

人�

人�

人�

人�

時間�

式�

�

1�

1�

2�

1�

1�

T�

1

備考�

Ｃ－２－１－２��

�

年間標準運転時間�
年間標準運転日数�

T＝�クレーン装置付トラックの運転日当たり運転時間�

Ｃ－２－４号代価表　塩ビ管据付工� １ｍ当り�

種　　　目� 摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

世話役�

特殊作業員�

普通作業員�

クレーン装置付トラック運転費�

諸雑費�

1�

1�

2�

Ｔ�

1�

�

�

�

�

Ｃ－２－１－２�

計�

　�

�

�

�

�

人�

人�

人�

時間�

式�

計／挿入日進量�

１日当り�

１ｍ当り　　計�

Ｃ－２－５号代価表　鋼管引抜工� １本当り�

種　　　目� 摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

世話役� 人�

特殊作業員� 人�

普通作業員� 人�

鋼材切断工� ｍ� Ｃ－３－１－１�

Ｃ－２－１－２�クレーン装置付トラック運転費� 時間�

式�

0.3

0.6

0.3

0.64

2

1諸雑費�

１本当り　　計�

備考� １．諸雑費は、電力に関する経費等であり、労務費の合計額の12％を上限として計上する。�
年間標準運転時間�
年間標準運転日数�

T＝�２．クレーン装置付トラックの運転日当たり運転時間�
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備考�

Ｃ－３－３－１号代価表　鋼材切断工�

種　　　目� 摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

世話役� 人� 0.007

溶接工� 人� 0.053

普通作業員� 人� 0.020

酸素� m3 0.163

アセチレン� kg 0.028

諸雑費� アセチレンの30％�式� 1

１m当り　　計�

１m当り�

諸雑費はアセチレン金額の30％以内を上限として計上できる。�

Ｃ－３－２号代価表　刃口取付工�

種　　　目�

１本当り�

摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

世話役�

特殊作業員�

普通作業員�

鋼材溶接工�

クレーン装置付トラック運転費�

諸雑費�

0.15�

0.3�

0.15�

0.64�

1�

1�

�

�

�

�

Ｃ－２－１－１�

Ｃ－２－１－２�

　�

�

�

�

�

人�

人�

人�

m�

時間�

式�

�

�

１本当り　　計�

Ｃ－３－３号代価表　刃口撤去工�

種　　　目�

１本当り�

摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

世話役�

特殊作業員�

普通作業員�

鋼材切断工�

クレーン装置付トラック運転費�

諸雑費�

0.15�

0.3�

0.15�

0.64�

1�

1�

�

�

�

�

Ｃ－３－３－１�

Ｃ－２－１－２�

　�

�

�

�

�

人�

人�

人�

m�

時間�

式�

�

�

１本当り　　計�



参考積算編�



Uモール900推進機運搬工�
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Ｕモール900推進機の運搬について�

Ｄ号代価表　機械運搬工（Ｕモール推進機）　�

種　　　目� 摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

１回当り　計� �　�

積込・荷卸し工� 式� 1 　�

推進管運搬工� 式� 　� Ｄ－２�

Ｄ－３�

機械運搬工� 式� 　�

1

1 Ｄ－１�

Ｄ－１号代価表　機械運搬工�

種　　　目� 摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

１式当り　計� �　�　�

４ｔ積トラック� 台� 　� 復路�

４ｔ積トラック� 台� 　�

1

1 往路�

Ｄ－２号代価表　推進管運搬工�

種　　　目� 摘　　要�形状寸法� 単位� 数量�単価（円）�金額（円）�

１式当り　計�

１式当り　計�

�　�　�

　�○ｔ積トラック� 台� 　� 片道�

Ｄ－３号代価表　積込・荷卸し工 

種　　　目� 摘　　要�形状寸法� 単位�

世話役� 人�

とび工� 人�

普通作業員� 人�

クレーン装置付トラック運転費� 時間�4t積,2.9t吊�

�

0.3

0.3

0.6

2.0

数量�単価（円）�金額（円）�

備考� 管材に適したトラックを用いる。�

１回当り�

１式当り�

１式当り�

１式当り�



参考資料�

REVO推進機�
Uモール工法�

低耐荷力方式�
鋼製さや管方式�
簡易立坑�

Uモール900



呼び径�

  レギュラー（円／個）�

  スペシャル（円／個）�

呼び径�

  レギュラー（円／個）�

  スペシャル（円／個）�

φ400�

  76,000�

222,000

φ450�

  86,000�

253,000�

�

φ250�

  46,000�

　133,000　�

φ500�

115,000�

346,000�

�

φ300�

  48,500�

　166,000　�

φ550�

136,500�

389,500�

�

φ350�

  50,000�

　200,000　�

φ600�

158,500�

455,500�

�

メタルクラウン（ネジ切り加工）の価格�

備考� 　レギュラータイプは、粘性土、砂質土の時に用います。�
　スペシャルタイプは、礫混入土、玉石混入土、岩盤、障害物切断の時に用います。�

呼び径�

  有効長（mm）�

価格（円／本）�

呼び径�

  有効長（mm）�

価格（円／本）�

呼び径�

  有効長（mm）�

価格（円／本）�

呼び径�

  有効長（mm）�

価格（円／本）�

�

�

φ250�

L＝600�

26,000�

φ350�

L＝600�

31,000�

φ450�

L＝500�

32,000�

φ550�

L＝500�

38,000�

�

�

L＝150�

19,000�

�

L＝150�

21,000�

�

L＝150�

23,000�

　�

L＝150�

25,000�

�

�

L＝1,000�

32,000�

�

L＝1,000�

41,000�

�

L＝1,000�

46,000�

　�

L＝1,000�

56,000�

�

�

L＝150�

20,000�

　�

L＝150�

22,000�

　�

L＝150�

24,000�

　�

L＝150�

26,000�

�

�

L＝1,000�

36,000�

�

L＝1,000�

44,000�

　�

L＝1,000�

51,000�

　�

L＝1,000�

71,000�

�

φ300�

L＝600�

28,000�

φ400�

L＝600�

33,000�

φ500�

L＝500�

34,000�

φ600�

L＝500�

44,000�

�

ネジ切り鋼管の価格�

呼び径�

  価格（円／個）�

呼び径�

  価格（円／個）�

�

φ100�

4,300�

φ350�

6.000�

　�

φ150�

4,500�

φ400�

8,000�

　�

φ200�

4,700�

φ450�

10,000�

　�

φ250�

4,900�

φ500�

13,000�

　�

φ300�

5,500�

　φ550�

15,000�

　�

スペーサーの価格�

Uモール900　材料価格�

59



呼び径�

  価格（円／組）�

呼び径�

  価格（円／組）�

φ150�

71,000�

φ400�

8,6000

φ200�

74,000�

φ450�

89,000

φ250�

77,000�

φ500�

92,000

φ300�

80,000�

φ550�

95,000

φ350�

83,000�

φ600�

98,000

Uモール工法用止水器（塩ビ管、鋼管兼用） 

呼び径�

  価格（円／組）�

φ200�

95,000

圧入止水器の価格（塩ビ管専用） 

費　目�

  価格（円／箇所）�

埋設塩ビ管接続加工費�

30,000

埋設塩ビ管接続加工費�

費　目�

  価格（円／本）�

φ600,   L＝0.7m�

4,500

鋼管損料（簡易立坑用）�

費　目�

  価格（円／個）�

φ600�

40,000

メタルクラウン損料（簡易立坑用）�

費　目�

  価格（円／本）�

VUφ500�

55,000

仮設塩ビ管損料（簡易立坑用）�

Uモール900　材料価格�
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Uモール工法（低耐荷力方式）　機械損料一覧表�

規　格�

基礎価格（千円）�

諸　　元�

　�

耐用年数�

供用日数（日）�

維持修理費率（％）�

年間管理費率（％）�

摘　　　　要�

●誘導管推進機械損料＝推進機＜１時間当りの換算値損料＞×6.75H＋検測機＜１日当りの換算値損料＞�
●仮管推進機械損料＝推進機＜１時間当りの換算値損料＞×6.75H�
●埋設管推進機械損料＝推進機＜１時間当りの換算値損料＞×6.75H�
�

TV用トランシット・�
TVモニター・�
トランシット用架台を含む�

－�

－�

－�

－�

－�

－�

－�

－�

－�

－�

－�

運転時間（時間）�

運転日数（日）�

機関出力（kw）�

TVモニターシステム一式�

推進機重量（t）�

油圧ユニット重量（t）�

機　　械　　名�

推進機本体�
油圧ユニット含む�

30.0

運転１日当り損料（円）�

6

120

60

10

残存率（％）� 10

540

80

1.2

1.3

1,50035,000

－�22,680

3,070153,090

推進力  490kN

Uモール900 検測機�

運転１時間�
当り換算値�

�

648損料率×10
－6

損料（円）�

備考�
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Uモール工法（鋼製さや管方式）　機械損料一覧表�

規　格�

基礎価格（千円）�

諸　　元�

耐用年数�

供用日数（日）�

維持修理費率（％）�

年間管理費率（％）�

摘　　　　要�

1.　鋼管削進機械損料＝推進機＜１時間当りの換算値損料＞×6.75H＋油圧ホース＜１日当りの換算値損料＞�
2.　立坑設備損料＝推進機＜１時間当りの換算値損料＞×6.75H＋油圧ホース＜１日当りの換算値損料＞�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋立坑設備＜１時間当りの換算値損料＞×6.75H

　�

運転時間（時間）�

運転日数（日）�

機関出力（kw）�

推進機重量（t）�

油圧ユニット重量（t）�

機　　械　　名�

推進機本体�
油圧ユニット含む�

30.0

35,000

運転１日当り損料（円）� 131,355

8

120

70

10　�

540

80

1.2

1.3

推進力 490kN

Uモール900 Uモール900立坑設備�

運転１時間�
当り換算値�

�

556

19,460 　�

－�

540

3,800

2

200

60

5

－�

115

�

33.5（kg）�

油圧ホース�

（日）6，957

－�

－�

5,000

18,765

8

120

70

10

540

80

1.8

－�

�

556

2,780

損料率×10
－6

損料（円）�

備考�
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名
　
称
�

先
導
体
（
発
光
部
含
む
）
�

油
圧
ホ
ー
ス
（
価
格
は
1/
3を
計
上
）
�

合
　
計
　
　
基
礎
価
格
（
千
円
）
�

器
具
類
（
固
定
部
）
耐
用
距
離
（
m
）
�

維
持
修
理
費
率
（
％
）
及
び
年
間
管
理
費
率
（
％
）
�

損
　
　
料
　
　
率
（
×
10
  ）
�

損
　
　
料
（
円
／
推
m
）
�

φ
76

呼
び
径
�

φ
15
0

規
　
　
格
�

1個
�

10
m
×
5本
�

1組
�

-6

必
要
数
量
�

φ
20
0

φ
25
0

φ
30
0

13
.5
kg
／
個
�

33
.5
kg
／
組
（
推
進
機
～
油
圧
ユ
ニ
ッ
ト
）
�

42
4�

27
0�

維
持
修
理
費
率
10
％
・
年
間
管
理
費
率
5％
�

3,
83
0�

1,
62
0

推
進
器
具
類
�

（
固
定
部
）
�

U
モ
ー
ル
工
法
（
低
耐
荷
力
方
式
）
　
推
進
器
具
類
損
料
一
覧
表
�

U
モ
ー
ル
9
0
0
推
進
機
　
誘
導
管
推
進
工
（
全
土
質
）
�

名
　
称
�

誘
導
管
（
価
格
は
1/
2を
計
上
）
�

合
　
計
　
　
推
進
1m
当
り
基
礎
価
格
（
千
円
）
�

器
具
類
（
変
動
部
）
耐
用
距
離
（
m
）
�

維
持
修
理
費
率
（
％
）
及
び
年
間
管
理
費
率
（
％
）
�

損
　
　
料
　
　
率
（
×
10
  
）
�

損
　
　
料
（
円
／
推
m
・
m
）
�

φ
60
×
60
0m
m

呼
び
径
�

φ
15
0

規
　
　
格
�

（
1／
0.
6本
）
�

-6

推
進
1m
当
り
�

必
要
数
量
�

φ
20
0

φ
25
0

φ
30
0

5k
g／
本
�

29
�

1,
00
0�

維
持
修
理
費
率
10
％
・
年
間
管
理
費
率
5％
�

1,
04
0�

30
� �

推
進
器
具
類
�

（
変
動
部
）
�
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名
　
称
�

先
導
体
（
発
光
部
含
む
）
�

油
圧
ホ
ー
ス
（
価
格
は
1/
3を
計
上
）
�

合
　
計
　
　
基
礎
価
格
（
千
円
）
�

器
具
類
（
固
定
部
）
耐
用
距
離
（
m
）
�

維
持
修
理
費
率
（
％
）
及
び
年
間
管
理
費
率
（
％
）
�

損
　
　
料
　
　
率
（
×
10
  ）
�

損
　
　
料
（
円
／
推
m
）
�

φ
76

呼
び
径
�

φ
35
0

規
　
　
格
�

1個
�

10
m
×
5本
�

1組
�

-6

必
要
数
量
�

φ
40
0

φ
45
0

φ
50
0

13
.5
kg
／
個
�

33
.5
kg
／
組
（
推
進
機
～
油
圧
ユ
ニ
ッ
ト
）
�

42
4�

27
0�

維
持
修
理
費
率
10
％
・
年
間
管
理
費
率
5％
�

3,
83
0�

1,
62
0�

�

推
進
器
具
類
�

（
固
定
部
）
�

U
モ
ー
ル
9
0
0
推
進
機
　
誘
導
管
推
進
工
（
全
土
質
）
�

名
　
称
�

誘
導
管
（
価
格
は
1/
2を
計
上
）
�

合
　
計
　
　
推
進
1m
当
り
基
礎
価
格
（
千
円
）
�

器
具
類
（
変
動
部
）
耐
用
距
離
（
m
）
�

維
持
修
理
費
率
（
％
）
及
び
年
間
管
理
費
率
（
％
）
�

損
　
　
料
　
　
率
（
×
10
  
）
�

損
　
　
料
（
円
／
推
m
・
m
）
�

φ
60
×
60
0m
m

呼
び
径
�

φ
35
0

規
　
　
格
�

（
1／
0.
6本
）
�

-6

推
進
1m
当
り
�

必
要
数
量
�

φ
40
0

φ
45
0

φ
50
0

5k
g／
本
�

29
�

1,
00
0�

維
持
修
理
費
率
10
％
・
年
間
管
理
費
率
5％
�

1,
04
0�

30
� �

推
進
器
具
類
�

（
変
動
部
）
�

64

�



名
　
称
�

先
導
カ
ッ
タ
ー
�

回
転
ジ
ョ
イ
ン
ト
�

油
圧
ホ
ー
ス（
価
格
は
1/
3を
計
上
）�

引
抜
金
具（
管
内
清
掃
工
具
含
む
）�

合
　
計
　
　
基
礎
価
格
（
千
円
）
�

器
具
類
（
固
定
部
）
耐
用
距
離
（
m
）
�

維
持
修
理
費
率
（
％
）
及
び
年
間
管
理
費
率
（
％
）
�

損
　
　
料
　
　
率
（
×
10
  ）
�

損
　
　
料
（
円
／
推
m
）
�

L＝
19
0m
m

呼
び
径
�

φ
15
0

規
　
　
格
�

1個
�

φ
90
×
24
7m
m

1個
�

10
m
×
5本
�

1組
�

φ
60
 ク
サ
リ
付
�

1組
�

-6

必
要
数
量
�

φ
20
0

φ
25
0

φ
30
0

5.
5k
g／
個
�
6.
5k
g／
個
�
8k
g／
個
�
9.
5k
g／
個
�

6.
5k
g／
個
�
7.
5k
g／
個
�
9k
g／
個
�
11
kg
／
個
�

63
8

73
9

75
4

82
4

34
0

31
0

31
0

30
0

3,
04
0

3,
34
0

3,
34
0

3,
45
0

1,
94
0

2,
47
0

2,
52
0

2,
84
0

6.
5k
g／
個
�

33
.5
kg
／
組
（
推
進
機
～
油
圧
ユ
ニ
ッ
ト
）
�

維
持
修
理
費
率
10
％
・
年
間
管
理
費
率
5％
�

推
進
器
具
類
�

（
固
定
部
）
�

名
　
称
�

誘
導
管（
価
格
は
1/
2を
計
上
）�

ス
ク
リ
ュ
ー（
価
格
は
1/
2を
計
上
）�

仮
管（
価
格
は
1/
2を
計
上
）�

合
　
計
　
　
推
進
1m
当
り
基
礎
価
格
（
千
円
）
�

器
具
類
（
変
動
部
）
耐
用
距
離
（
m
）
�

維
持
修
理
費
率
（
％
）
及
び
年
間
管
理
費
率
（
％
）
�

損
　
　
料
　
　
率
（
×
10
  ）
�

損
　
　
料
（
円
／
推
m
・
m
）
�

φ
60
×
60
0m
m

呼
び
径
�

φ
15
0

規
　
　
格
�

（
1／
0.
6本
）
�

�
（
1／
0.
6本
）
�

L＝
60
0m
m

L＝
60
0m
m

（
1／
0.
6本
）
�

-6

必
要
数
量
�

φ
20
0

φ
25
0

φ
30
0

5k
g／
本
�

16
1

17
1

17
9

21
9

7.
5k
g／
本
�
9g
／
本
�
9.
8k
g／
本
�
10
.5
kg
／
本
�

4.
1k
g／
本
�
6.
1k
g／
本
�
9.
3k
g／
本
�
13
.2
kg
／
本
�

99
0

93
0

93
0

93
0

1,
05
0

1,
11
0

1,
11
0

1,
11
0

17
0

19
0

22
0

24
0

維
持
修
理
費
率
10
％
・
年
間
管
理
費
率
5％
�

推
進
器
具
類
�

（
変
動
部
）
�

U
モ
ー
ル
9
0
0
推
進
機
　
仮
管
推
進
工
（
全
土
質
）
�

65



名
　
称
�

先
導
カ
ッ
タ
ー
�

回
転
ジ
ョ
イ
ン
ト
�

油
圧
ホ
ー
ス（
価
格
は
1/
3を
計
上
）�

引
抜
金
具（
管
内
清
掃
工
具
含
む
）�

合
　
計
　
　
基
礎
価
格
（
千
円
）
�

器
具
類
（
固
定
部
）
耐
用
距
離
（
m
）
�

維
持
修
理
費
率
（
％
）
及
び
年
間
管
理
費
率
（
％
）
�

損
　
　
料
　
　
率
（
×
10
  ）
�

損
　
　
料
（
円
／
推
m
）
�

L＝
19
0m
m

呼
び
径
�

φ
35
0

規
　
　
格
�

1個
�

φ
90
×
24
7m
m

1個
�

10
m
×
5本
�

1組
�

φ
60
 ク
サ
リ
付
�

1組
�

-6

必
要
数
量
�

φ
40
0

φ
45
0

φ
50
0

17
kg
／
個
�
24
kg
／
個
�
39
kg
／
個
�
46
kg
／
個
�

22
kg
／
個
�
23
kg
／
個
�
26
kg
／
個
�
29
kg
／
個
�

1,
37
8

1,
49
3

1,
62
3

1,
74
3

30
0

30
0

30
0

30
0

3,
45
0

3,
45
0

3,
45
0

3,
45
0

4,
75
0

5,
15
0

5,
60
0

6,
01
0

6.
5k
g／
個
�

57
.7
kg
／
組
（
推
進
機
～
油
圧
ユ
ニ
ッ
ト
）
�

維
持
修
理
費
率
10
％
・
年
間
管
理
費
率
5％
�

推
進
器
具
類
�

（
固
定
部
）
�

名
　
称
�

誘
導
管（
価
格
は
1/
2を
計
上
）�

ス
ク
リ
ュ
ー（
価
格
は
1/
2を
計
上
）�

仮
管（
価
格
は
1/
2を
計
上
）�

合
　
計
　
　
推
進
1m
当
り
基
礎
価
格
（
千
円
）
�

器
具
類
（
変
動
部
）
耐
用
距
離
（
m
）
�

維
持
修
理
費
率
（
％
）
及
び
年
間
管
理
費
率
（
％
）
�

損
　
　
料
　
　
率
（
×
10
  ）
�

損
　
　
料
（
円
／
推
m
・
m
）
�

φ
60
×
60
0m
m

呼
び
径
�

φ
35
0

規
　
　
格
�

（
1／
0.
6本
）
�

�
（
1／
0.
6本
）
�

L＝
60
0m
m

L＝
60
0m
m

（
1／
0.
6本
）
�

-6

必
要
数
量
�

φ
40
0

φ
45
0

φ
50
0

5k
g／
本
�

33
4

37
5

41
8

45
5

21
kg
／
本
�
24
／
本
�
25
.2
kg
／
本
�2
7.
6k
g／
本
�

14
.6
kg
／
本
�1
8.
8k
g／
本
�2
3.
6k
g／
本
�2
8.
8k
g／
本
�

93
0

93
0

93
0

93
0

1,
11
0

1,
11
0

1,
11
0

1,
11
0

37
0

41
0

46
0

50
0

維
持
修
理
費
率
10
％
・
年
間
管
理
費
率
5％
�

推
進
器
具
類
�

（
変
動
部
）
�

U
モ
ー
ル
9
0
0
推
進
機
　
仮
管
推
進
工
（
全
土
質
）
�

66



名
　
称
�

油
圧
ホ
ー
ス（
価
格
は
1/
3を
計
上
）�

合
　
計
　
　
基
礎
価
格
（
千
円
）
�

器
具
類
（
固
定
部
）
耐
用
距
離
（
m
）
�

維
持
修
理
費
率
（
％
）
及
び
年
間
管
理
費
率
（
％
）
�

損
　
　
料
　
　
率
（
×
10
  ）
�

損
　
　
料
（
円
／
推
m
）
�

10
m
×
5本
�

呼
び
径
�

φ
15
0

規
　
　
格
�

1組
�

-6

必
要
数
量
�

φ
20
0

φ
25
0

φ
30
0

20
0

20
0

20
0

20
0

34
0

31
0

31
0

30
0

3,
04
0

3,
34
0

3,
34
0

3,
45
0

61
0

67
0

67
0

69
0

57
.7
kg
／
組
（
推
進
機
～
油
圧
ユ
ニ
ッ
ト
）
�

維
持
修
理
費
率
10
％
・
年
間
管
理
費
率
5％
�

推
進
器
具
類
�

（
固
定
部
）
�

名
　
称
�

仮
管（
価
格
は
1/
2を
計
上
）�

合
　
計
　
　
基
礎
価
格
（
千
円
）
�

器
具
類
（
変
動
部
）
耐
用
距
離
（
m
）
�

維
持
修
理
費
率
（
％
）
及
び
年
間
管
理
費
率
（
％
）
�

損
　
　
料
　
　
率
（
×
10
  ）
�

損
　
　
料
（
円
／
推
m
・
m
）
�

L＝
60
0m
m

呼
び
径
�

φ
15
0

規
　
　
格
�

（
1／
0.
6本
）
�

-6

必
要
数
量
�

φ
20
0

φ
25
0

φ
30
0

7
9

9
17

4.
1k
g／
本
�
6.
1k
g／
本
�
9.
3k
g／
本
�
13
.2
kg
／
本
�

45
45

45
45

23
,0
00

23
,0
00

23
,0
00

23
,0
00

16
0

21
0

21
0

39
0

維
持
修
理
費
率
10
％
・
年
間
管
理
費
率
5％
�

推
進
器
具
類
�

（
変
動
部
）
�

U
モ
ー
ル
9
0
0
推
進
機
　
埋
設
管
推
進
工
（
管
置
換
工
）
（
全
土
質
）
�

67



名
　
称
�

油
圧
ホ
ー
ス（
価
格
は
1/
3を
計
上
）�

合
　
計
　
　
基
礎
価
格
（
千
円
）
�

器
具
類
（
固
定
部
）
耐
用
距
離
（
m
）
�

維
持
修
理
費
率
（
％
）
及
び
年
間
管
理
費
率
（
％
）
�

損
　
　
料
　
　
率
（
×
10
  ）
�

損
　
　
料
（
円
／
推
m
）
�

10
m
×
5本
�

呼
び
径
�

φ
35
0

規
　
　
格
�

1組
�

-6

必
要
数
量
�

φ
40
0

φ
45
0

φ
50
0

54
0

54
0

54
0

54
0

30
0

30
0

30
0

30
0

3,
45
0

3,
45
0

3,
45
0

3,
45
0

1,
86
0

1,
86
0

1,
86
0

1,
86
0

57
.7
kg
／
組
（
推
進
機
～
油
圧
ユ
ニ
ッ
ト
）
�

維
持
修
理
費
率
10
％
・
年
間
管
理
費
率
5％
�

推
進
器
具
類
�

（
固
定
部
）
�

名
　
称
�

仮
管（
価
格
は
1/
2を
計
上
）�

合
　
計
　
　
基
礎
価
格
（
千
円
）
�

器
具
類
（
変
動
部
）
耐
用
距
離
（
m
）
�

維
持
修
理
費
率
（
％
）
及
び
年
間
管
理
費
率
（
％
）
�

損
　
　
料
　
　
率
（
×
10
  ）
�

損
　
　
料
（
円
／
推
m
・
m
）
�

L＝
60
0m
m

呼
び
径
�

φ
35
0

規
　
　
格
�

（
1／
0.
6本
）
�

-6

必
要
数
量
�

φ
40
0

φ
45
0

φ
50
0

35
40

53
60

4.
1k
g／
本
�
6.
1k
g／
本
�
9.
3k
g／
本
�
13
.2
kg
／
本
�

45
45

45
45

23
,0
00

23
,0
00

23
,0
00

23
,0
00

81
0

92
0

1,
22
0

1,
38
0

維
持
修
理
費
率
10
％
・
年
間
管
理
費
率
5％
�

推
進
器
具
類
�

（
変
動
部
）
�

U
モ
ー
ル
9
0
0
推
進
機
　
埋
設
管
推
進
工
（
管
置
換
工
）
（
全
土
質
）
�
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Uモール900　推進機仕様図�

69

450

計画管芯�

計画センター�

700

1150

6
0
0

1
1
4
0

9
4
4

8
3
0



測　量　工�

坑口工・鏡切り工�

誘導管到達�

仮管到達�

先導管・先導カッター・スクリュー・仮管接続�

先導体接続�

硬質塩ビ管推進工法　仮管併用圧入2工程（管置換方式）　施工手順�

機械据付工�

到達坑�
発進坑�

誘導管推進工�

仮管推進及び誘導管回収�
仮管推進工�

スクリューコンベヤ類引抜工�

埋設管到達�

機械撤去・清掃工�

埋設管推進工（管置換工）�
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測　量　工�

機械据付工�

到達坑�
発進坑�

坑口工・鏡切り工�

鋼管到達・刃口撤去工�

中詰注入工�

中詰注入設備撤去工�

中詰注入設備工�

機械撤去・残土処分工�

刃口取付工・管セット工�

鋼管削進工・管セット工�鋼管削進工�

塩ビ管挿入工�

鋼管削進工法　水平ボーリング1工程　施工手順�
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適用管呼び径�

φ150�

φ200�

φ250�

φ300�

φ350�

φ400�

φ450�

φ500�

φ550�

φ600

390�

450�

480�

530�

590�

630�

684�

740�

756�

814

290�

350�

380�

430�

460�

500�

554�

610�

626�

684

120�

156�

192�

229�

240�

240�

294�

350�

406�

464

340�

400�

430�

480�

520�

560�

574�

670�

686�

744

M12�

M12�

M12�

M12�

M16�

M16�

M16�

M16�

M16�

M16

6�

6�

6�

6�

12�

12�

16�

16�

16�

18

φA�
（mm）�

D�
（mm）�

φd�
（mm）� 本数� 呼び�

ボルト・ナット�

※ゴム厚は10mm×２枚とします。�

�
PCD（mm）�

（押工板）�
（底　板）�

PCD

φA

Uモール工法用止水器（塩ビ管、鋼管兼用）　仕様図�

D

ゴム�

R9
80
（
φ
20
00
用
）�

R8
80
（
φ
18
00
用
）�

R7
30
（
φ
15
00
用
）�

R1
00
0（
φ
20
00
用
）�

R9
00
（
φ
18
00
用
）�

R7
50
（
φ
15
00
用
）�

φA

φd

鉄�
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Uモール工法用圧入止水器（塩ビ管専用）　仕様図�

385

Dφ
d

φ
A

P
C
D

PCD

φA

φ
d

ゴム�

D

適用管呼び径�

φ200 457.2 320 160 370 M166

φA�
（mm）�

D�
（mm）�

φd�
（mm）� 本数� 呼び�

ボルト・ナット�
�

PCD（mm）�

　※埋設管推進工（管置換工）において、1m管を用いる時に使用する。�
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矢
　
　
板
�

ケー
シン
グ・
ライ
ナー
プレ
ート
�

Ｕ
モ
ー
ル
9
0
0
　
標
準
立
坑
寸
法
�

片
発
進
�

�φ
15
00
以
上
�

�
両
発
進
�

�φ
15
00
以
上
�

15
00
以
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平成　　年　　月　　日�

Ｕモール工法　参考見積依頼書�

FAX：086-264-5463

レボ協会事務局　行�

Uモール－q／2005

1.　依頼元についてご記入下さい。�

種　　別� 役所・コンサルタント・建設業者・その他（　　　　　　　　　　　）�

電話番号�

FAX番号�

E－mail

※見積りは後日PDFにてご送付致しますので、必ずE－mailをご記入ください。�

0

貴 社 名�

住　　所�

連 絡 先�

担当者名�

所　　属�

2.　使用場所及び使用予定地についてご記入下さい。�

工 事 名�

工事場所�

都�
道�
府�
県�

区�

市�

郡�

町�

　村　�

�

地内�

使用目的�

□本工事の設計に採用する予定�

□その他の場合は依頼理由をご記入下さい。�
工法の採用�



3.　見積条件についてご記入下さい。�

4.　その他ご意見などがありましたらご記入下さい。�

※平面図、縦断図、柱状図等、推進区間の資料も送付して下さい。�
　注1）鋼製さや管方式の場合は、さや管径（塩ビ管径）を記入して下さい。�

労務名�

金　額�

【労務単価】�

土木一般世話役� 特殊作業員� 普通作業員� 運転手（特殊）� 運転手（一般）�

労務名�

金　額�

とび工� 電　工� 溶接工� はつり工�

機　　種�

推進区間�

発進立坑サイズ�

到達立坑サイズ�

推進工法�

管　　種�

管　　径�
（注1）�

推進延長�

土　　質�

Ｎ　　値�

【見積条件】�

機械名�

金　額�

【機械賃料】�

トラッククレーン�
4.8t～4.9t�
吊り�

材料名�

金　額�

【材料費】�

軽　油�

円／r

溶接棒�

円／o

酸　素�

円／k

材料名�

金　額�

アセチレン�

円／o

ベントナイト�

円／o

セメント�

円／ｔ�

Uモール－w／2005

単位　円／人�

単位　円／日�
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